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　瓦葺の稲荷神社は、明治43（1910）年に八
幡神社が合

ごう

祀
し

されたため、正面に稲荷神社
と、稲荷神社の南西に八幡神社が鎮座して
いる。その際、八幡神社の本殿が稲荷神社
となり、稲荷神社の本殿は八幡神社となっ
た。
　稲荷神社の基

き

壇
だ ん

には、明治15（1882）年に
再建されたことや、発起人、寄付者、造成
に関与した職人名も共に記されている。こ
れによると、棟梁は砂村（現さいたま市）の
山田市五郎、脇棟梁は瓦葺村の黒濱久次

郎、木
こ

挽
び き

(木を切る職人)は藤左ヱ門と井上
治兵ヱ、石工は前川岸（現戸田市）の桑原
貞治郎、そして彫工は、大谷本郷村の山田
弥吉である。
　弥吉によって彫られた彫刻は、向拝欄

らん

間
ま

（正面の屋根の下部）に龍や獅子、本殿正
面に花や鳥が彫られている（写真2）。また、
脇障子（仕切りの板壁）には、八幡神社を象
徴する応神天皇が赤子の姿で表され、応神
天皇を抱く武内宿

すく

禰
ね

と、神宮皇后の彫刻が
はめ込まれている。

瓦葺の稲荷神社と彫刻
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写真2	 本殿正面の花・鳥・獅子の彫刻
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明
治
時
代
に
な
る
と
、
政
府
の
政

策
に
よ
る
社
寺
の
統
廃
合
を
受
け
、

老
朽
化
し
た
本
殿
・
本
堂
を
作
り
直

し
た
り
、
新
た
に
建
築
し
た
り
す
る

社
寺
が
多
数
あ
っ
た
。こ
の
よ
う
な

状
況
で
建
て
ら
れ
た
上
尾
市
域
の
社

寺
建
築
の
中
に
、
上
尾
を
中
心
に
活

動
し
た
宮
大
工
の
山
田
弥や

吉き
ち

に
よ
っ

て
施
さ
れ
た
彫
刻
が
見
ら
れ
る
。

　

弥
吉
は
、
大
谷
本
郷
村（
現
上
尾

市
大
谷
本
郷
／
上
尾
市
西
消
防
署
大

谷
分
署
付
近
）に
在
住
し
て
い
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
弁
財
二
丁
目
に
所

在
す
る
昌し

ょ
う

福ふ
く

寺じ

の
記
録
に
よ
る
と
、

本
名
は
浅あ

さ

右え

も

ん

衛
門
と
い
い
、
弥
吉
は

通
称
で
あ
る
。
明
治
26（
１
８
９
３
）

年
９
月
16
日
に
49
歳
で
亡
く
な
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他

の
来
歴
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。

　
弥
吉
の
作
例
は
、
市
内
で
は
畔
吉

の
諏
訪
神
社
本
殿
、
向
山
の
不
動

堂
、
瓦
葺
の
稲
荷
神
社
本
殿
、
原
市

の
山だ

し車
彫
刻
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
彫
刻
の
内
容
は
、
鳳ほ

う

凰お
う

・
龍
・

孔く

雀じ
ゃ
く・

魚
・
亀
・
獅
子
・
リ
ス
・
ウ
サ

ギ
な
ど
の
他
、
中
国
の
故
事
、
日
本

の
神
話
を
題
材
と
し
て
い
る
。特
に
、

原
市
の
山
車
彫
刻
は
、
第
一
区
か
ら

第
五
区
ま
で
の
5
町
内
が
所
有
す
る

山
車
に
、
見
事
な
透
か
し
彫
り
が
施

さ
れ
、
彫
刻
の
構
図
が
全
て
異
な
っ

て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る（
写
真
1
）。

ま
た
、
市
外
の
作
例
で
は
川
越
市
の

蓮れ
ん

馨け
い

寺
の
手ち

ょ
う
ず
し
ゃ

水
舎
や
、
鴻
巣
市
の
勝し

ょ
う

願が
ん

寺
の
本
堂
向こ

う
は
い拝

、
さ
い
た
ま
市
岩

槻
区
柏か

し
わ

崎ざ
き

の
久ひ

さ

伊い

ず豆
神
社
の
本
殿
、

伊
奈
町
志
久
の
神み

輿こ
し

な
ど
の
彫
刻
を

手
掛
け
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
弥
吉

は
、明
治
初
期
か
ら
明
治
20
年
ご
ろ

に
か
け
て
、
市
内
外
で
精
力
的
に
彫

刻
の
制
作
を
行
っ
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
彫
刻
に
は
、
仕
事
を
束

ね
る
棟と

う

梁り
ょ
うや

、
棟
梁
を
補
佐
す
る
脇

棟
梁
な
ど
と
並
ん
で
、
弥
吉
を「
彫

工
」「
彫
刻
人
」な
ど
と
刻
ん
で
い
る

銘
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
江
戸
時

代
以
降
、社
寺
建
築
の
装
飾
が
多
彩

に
な
る
こ
と
に
伴
っ
て
、
分
業
化
・

専
業
化
し
た
大
工
の
う
ち
、
彫
物
を

専
業
と
す
る
彫
物
大
工
の
一
人
と
し

て
、
山
田
弥
吉
が
位
置
付
け
ら
れ
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

弥
吉
は
、｢

籠か
ご

彫ぼ

り｣

と
い
わ
れ
る
高

度
な
彫
刻
技
法
を
好
ん
で
用
い
て
い

る
。
こ
れ
は
、
彫
り
出
し
た
籠
の
中

に
、
さ
ら
に
丸
い
玉
を
彫
り
抜
い
た

も
の
で
、
高
い
技
術
力
が
必
要
と
さ

れ
る
技
法
で
あ
る
。

　
弥
吉
の
周
辺
で
は
、
息
子
も
彫
刻

制
作
を
行
う
と
と
も
に
、
弥
吉
と
同

年
代
で
大
谷
本
郷
村
に
在
住
し
て

山
田
姓
を
名
乗
る
彫
刻
人
が
い
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
弥
吉
を
中
心
と
し
た
彫
工
の

集
団
が
、
大
谷
地
区
を
中
心
と
し
て

彫
刻
制
作
に
従
事
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。（

上
尾
市
生
涯
学
習
課
）

上
尾
に
在
住
し
た
宮
大
工

山
田
弥
吉
と
そ
の
彫
刻

写真1　原市山車彫刻の一部
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